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論文の内容の要旨 
























鏡して行った。細胞内において、ｐ62 核染色、p62 凝集、p62 細胞質染色、 8-OHdG、Ki67、p53 の
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連を示した。多変量名義ロジスティック回帰分析では、上皮異形と p62 核染色、上皮異形と p62 凝集
（P＝0.048）に、関連を示した。 
8-OHdG、Ki-67、p53 と上皮異型の有無との関連性に有意差は認めなかった。 














   野生型 p53 タンパク質は半減期が短く、速やかに分解されるが、変異型 p53 タンパク質は分解時
間が長く、細胞内に蓄積する。口腔がんにおいても、p53 遺伝子変異が関与している可能性が指摘さ




  口腔白板症の悪性化に関するバイオマーカーとしての p62 の臨床的実用化の可能性を示すことが







るバイオマーカーとしての p62 の臨床的実用化の可能性を示すとともに、 p62 核染色と p62 凝集が認
められた場合には、厳密な経過観察を必要とする知見が得られ、口腔扁平上皮癌発症のメカニズムの解
明および口腔白板症の経過観察方法に寄与するものと評価できる。 
令和２年１月９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
